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ふ
る
さ
と
納
税

総
社
を
応
援

昨
年
７
月
か
ら
受
け
付
け
を
始
め
た
ふ
る
さ
と
納
税
。
平
成
２０
年
１２

月
末
ま
で
に
５３
人
か
ら
約
３
４
６
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３
４
６
万
円
の
寄
付
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
人

相
馬
進
（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）、
斉

藤
真
（
世
田
谷
区
）、
斉
藤
真
美
（
世
田

谷
区
）、
小
池
青
皚
（
練
馬
区
）、
松
尾

道
彦
（
横
浜
市
）、
川
上
啓
二
（
千
葉
県

市
川
市
）、
國
府
誠
（
大
阪
府
吹
田
市
）、

伴
光
正
（
大
阪
府
枚
方
市
）、
秋
山
昇

（
倉
敷
市
）、
長
原
勲
（
玉
野
市
）、
宇
野

悟
（
倉
敷
市
）、
田
中
隆
（
倉
敷
市
）、
佐

野
功（
倉
敷
市
）、
西
村
達
郎（
倉
敷
市
）、

須
増
智
弘
（
倉
敷
市
）、
田
邉
昭
（
中
央

二
丁
目
）、
中
島
清
文
（
北
溝
手
）、
渡

邉
勝
繁
（
清
音
柿
木
）、
秋
田
皓
二
（
岡

山
市
）

﹇
敬
称
略
﹈

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
人
で
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
氏
名
や
住

所
の
公
表
を
希
望
す
る
人
の
み
掲
載
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
出
身
地
や
応

援
し
た
い
県
、
市
区
町
村
に
対
し
て
行

う
寄
付
の
こ
と
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
総
社
応
援
団
」
と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
総
社
を
良
く
し
た
い
」「
ふ

る
さ
と
総
社
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う

皆
さ
ん
の
思
い
を
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
い

う
寄
付
金
の
形
で
、

総
社
市
を
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

総
社
市
で
は
、
寄

付
金
の
使
用
目
的
ご

と
に
、
▼
ふ
る
さ
と

の
父
母
・
子
育
て
応

援
団
　
▼
鬼
ノ
城
・

吉
備
文
化
応
援
団

▼
水
と
み
ど
り
の
応

援
団
　
▼
ふ
る
さ
と
な
ん
で
も
応
援
団

の
４
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
、
寄
付

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

広
く
周
知
す
る
た
め
に
、
郵
便
振
替

用
紙
付
の
チ
ラ
シ
（
上
の
写
真
）
を
作
成

し
、
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

寄
付
金
の
使
途
や
運
用
状
況
も
、
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
前
年
度

分
を
報
告
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
い
た

だ
い
た
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
平

成
２１
年
度
の
予
算
編
成
の
な
か
で
使
途

や
運
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
付
額
に
応
じ

て
、
所
得
税
と
住
民
税
が
軽
減
（
控
除
）

さ
れ
る
制
度
で
す
。
寄
付
を
し
た
県
、

市
区
町
村
の
発
行
す
る
領
収
証
書
（
受

領
書
）
を
持
っ
て
確
定
申
告
を
す
る
と
、

寄
付
額
か
ら
５
０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額
を
基
に
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら

差
し
引
き
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人
住
民

税
所
得
割
額
の
お
お
む
ね
１
割
が
限
度

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

課
税
課
（
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
０
１
２
０
│

２
６
３
│

１
０
８
）

郵便振替用紙も付いた総社市の
ふるさと納税のチラシ

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

〜
ボ
ク
シ
ン
グ
・
フ
ェ
ザ
ー
級
〜

ボ
ク
シ
ン
グ
・
フ
ェ
ザ
ー
級
の
清
水

聡
選
手
（
種
井
）
は
、
昨
年
２
月
に
タ
イ

で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
一
次
予
選
で
、
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
選
手
に
勝
ち
、
決
勝
に

進
出
し
た
時
点
で
北
京
行
き
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。

清
水
選
手
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
戦
は

８
月
１５
日
、
工
人
体
育
館
で
行
わ
れ
た

２
回
戦
。
相
手
は
、
一
昨
年
の
世
界
選

手
権
３
位
の
キ
リ
ク
（
ト
ル
コ
）。
ダ
ウ

ン
を
２
回
奪
う
な
ど
善
戦
し
た
も
の
の
、

９
対
１２
の
判
定
で
敗
れ
ま
し
た
。

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
賞
獲
得

３
月
２８
日
・
２９
日
の
両
日
、
ア
メ
リ

カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
開
か
れ
た

ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
in
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
０
０
８
で
、

総
社
南
高
校
ダ
ン
ス
部
は
、
５７
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
部
門
で
優

勝
。
さ
ら
に
、
世
界
大
会
に
参
加
し
た

４
０
０
を
超
え
る
高
校
生
チ
ー
ム
の
な

か
で
、
ダ
ン
ス
の
振
り
付
け
が
最
も
す

ば
ら
し
い
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
コ
レ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
賞
に
も
輝
き
ま
し
た
。

同
部
は
、
今
年
も
こ
の
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

日
本
の
初
優
勝
に
貢
献

８
月
２４
日
か
ら
２９
日
ま
で
、
松
山
市

で
開
か
れ
た
女
子
野
球
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
日
本
代
表
と
し
て
原
田
の
ど
か
選

手
（
泉
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
に
は
、
日
本
を
は
じ
め
、
カ

ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
な
ど
８
か
国

が
参
加
。
日
本
は
予
選
リ
ー
グ
も
含
め

６
戦
全
勝
で
初
優
勝
し
ま
し
た
。

原
田
さ
ん
は
、
１
番
ラ
イ
ト
で
全
試

合
に
先
発
出
場
。
ア
メ
リ
カ
戦
で
は
決

勝
点
と
な
っ
た
勝
ち
越
し
タ
イ
ム
リ
ー

ヒ
ッ
ト
を
打
つ
な
ど
、
初
優
勝
に
貢
献

し
ま
し
た
。
外
野
手
と
し
て
大
会
の
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

世
界
を
舞
台
に
活
躍

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
　
　
清
水
聡
さ
ん
（
種
井
）

ダ
ン
ス
で
世
界
一
に
　
　
　
　
総
社
南
高
校
ダ
ン
ス
部

女
子
野
球
で
世
界
一
に
　
　
　
原
田
の
ど
か
さ
ん
（
泉
）

原
田
の
ど
か
選
手

清水聡選手
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